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2050年度までにカーボンニュートラルを実現
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SAF（Sustainable Aviation Fuel)の活用
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2019年
• SAF製造を手掛ける米国Lanza Tech社と中期的な供給に向けた契約を締結
• Lanza Tech社製造の排ガスを原料とするSAFを日本への新造機のデリバリーフライトに使用

2020年

• フィンランドNESTE社と中期的な供給に向け戦略的提携を開始
• NESTE社と共同で羽田・成田空港を出発する定期便として初となるSAF使用フライト実現
• 東芝エネルギーシステムズ(株),(株)東芝,東洋エンジニアリング(株),出光興産(株),日本CCS調査（株）が持つ
知見・技術・プラント設備等を活かし、排ガスなどからCO2をSAFに再利用するカーボンリサイクルビジネスモデルの検
討を開始することに合意

2021年
• NEDOプロジェクトにおいて（株）IHIが製造した国産SAFを羽田空港発の定期便に使用
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